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 解像度 90m の SRTM3（Shuttle Radar Topography Mission 3）と解像度 30m の ASTER 
GDEM (Advanced Spaceborne Thermal. Emission and Reflection Radiometer Global 
DEM)という 2 種類の DEM を用いた。フリーソフトウェア SAGA2.07 を用いてこれらの
DEM より標高、傾斜、傾斜方位(Aspect)、平面曲率(Plan Curvature)および断面曲率
(Profile Curvature)、収束指数（Convergence Index）、地形的湿潤指数（Topographic 
Wetness Index）、地形的位置指数（Topographic Position Index;半径 500m および 2km）
の９種の地形学的変数をグリッドごとに計算した。ケニア西部のビクトリア湖のルシ
ンガ島で 2006 年に行われた調査で発見された 826 か所の媒介蚊幼虫確認地点と、対
照地点としてランダムに生成された 4520 カ所について各地形学的変数を抽出した。
そしてロジスティック回帰モデルにより地形的特徴から媒介蚊発生源の生じやすさ
を予測することを試みた。予測の精度の指標として ROC(Receiver Operating 









高、傾斜、平面曲率、断面曲率、地形的湿潤指数、半径 500m および 2000m の地形的
位置指数が予測因子として残り、ASTER では標高、傾斜、平面曲率、断面曲率、収束
指数、地形的湿潤指数、半径 500m の地形的位置指数が残った。SRTM モデルと ASTER
モデルの AIC はそれぞれ 3959.3 と 3972.7 で前者が僅かに優れていたが、2 種の DEM
を用いたモデルはほぼ同程度の適合度を示したといえる。AUC の比較においても SRTM
（0.758）と ASTER（0.755）は同程度の予測精度を示した。予測の一致度を視覚化し







考   察 
 
 解像度の高い ASTER GDM を用いたモデルが解像度の低い SRTM モデルよりも予測性
に優れていなかったのは予想外の結果である。これは 2種の DEM における標高測定方
法の違いに起因し、SRTM の方が標高データそのものの正確性に優れているためだと考
えられる。土地被服や地質を考慮していないことや単純な一般化線形モデルを利用し
たことが予測精度をある程度制限している可能性はあるが、無料で公開されているデ
ータとソフトウェアだけでマラリア媒介蚊の発生源を実用的な精度で予測できる点
は本研究のモデルの大きな利点である。本研究のモデルが様々なアフリカのマラリア
流行地で試され、媒介蚊対策の一助となることが期待される。 
 
